
わかしお大運動会を振り返る  

 

今年度のわかしお大運動会は、「惜敗・辛勝」という言葉にふさわしい結果と

なった。競技種目は「4 点差」、応援の部では「1 点差」。これは、能生小学校

の歴史上、まれにみる僅差だったことだろう。  

 

教室に戻り、勝って・負けて泣いている子どもがいた。このうれし涙＆くやし

涙は、スローガンの「仲間と全力つくし、勝利をめざせ！」を具現した結果。  

 

 子どもたちの姿はいかがだっただろう？転んでもすぐに立ち上がって走る姿

は頼もしかった。また、チェッコリータのかわいいダンスと真剣な玉入れの切り

替えがかっこよかった低学年、3 人で「どうやったら早く回れるか」という作戦

を見事に遂行した中学年、何度も練習したのだろう、バトンの受け渡しがスムー

ズだった高学年。団体種目は、特に盛り上がった。  

 

運動会当日が教育実習の初日となった 2 名の教育実習生が「保護者のサポー

ト」に大変に驚いていた。早朝のテント立て等の作業に始まり、競技中は着順判

定、点数の記録、用具の出し入れ・移動、そして、閉会式後の後片付けと、大勢

の保護者の皆様が支えてくださった。このサポートがなければ、運動会は成立し

なかった。本当にありがたかった。マナーよく応援もしてくださった。保護者の

皆様もとても輝いていた。  

 

お詫びをしなくてはいけないことがある。それは、競技の進行を早めたこと。

時折、小雨が降ったので、子どもたちの健康を考慮して、無理のない範囲で競技

を早めた。プログラムには「予定時刻」と記されていたが、この時刻をめがけて

来場された方もいらっしゃったことだろう。この場を借りてお詫び申し上げる。 

 

応援席にいる子どもたちに「寒くない？」と聞くと、3 人以外は、「全然！」

「暑いですよ！」「小雨が気持ちいいです！」などという返答。天候もひどくな

らず、無事に最後まで熱い運動会を実施できたことに感謝。（校長：中澤和仁） 
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わかしお大運動会写真特集  

【開会式】 

 

  

 

【徒競走】 
   

 

 

 

 

【興味走】 
 

 

 

 

 

 

 

１年生５０ｍ走  ２年生５０ｍ走  ３年生８０ｍ走  

４年生８０ｍ走  

５年生１００ｍ走  ６年生１００ｍ走  

低学年  あさがお  おやさい 

いっぱいそだつかな 

中学年  きずな＆きぼう 

トレジャーハンター 髙学年  集まれ！未来のオリンピアン 
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【団体種目】 
 

 

 

 

 

 

 

【閉会式】 
 

 

 

白組応援団長の☆さんと副団長の

☆さん   

≪団長の言葉≫ 

 練習の成果を出し切れたことがうれ

しい。限られた練習時間だったが、一生

懸命に取り組んだ。みんなの力はすご

い！ 

 赤組団長の☆さんと副団長の☆さ

ん  

≪団長の言葉≫ 

 負けたけれど、今まで赤組のみんな

は一生懸命に練習していた。それがう

れしい。小学校生活最後の運動会はと

ても楽しかった。 

 

【閉会式】 

 ←思い出に残る運動会にな 

った。息の合った応援がよ 

かった。全力で取り組んだ

姿は                                 姿は、かっこよかった。最高  

の運動会だった。 

 

髙学年  高学年リレー 

中学年  われら能生小ﾊﾘｹｰﾝ 

低学年  ダンシング玉入れ 
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｢事故に遭ってからでは遅い!｣交通安全教室実施 
4 月 25 日（月）、能生交番と能生事務所の方からお越しいただき、また、Ｐ

ＴＡのボランティアの皆さんから支援していただいて実施した交通安全教室。  

正しい歩行の仕方や自転車の通行・運転技術を学びました。あとは、日々、道

路で実践するのみです。とにかく、「事故に遭ってからでは遅い」のですから。  

 

 先日、能生交番所長さんからお電話をいただき、次の指導を受けました。  

「ヘルメットのサイズが合っていない子どもがいる。また、あごひもをかけてい

ない子どもを見かける。ヘルメットは、乗せているだけでは意味がない。さら

に、先日、自転車に乗って右側通行をしている児童を見かけた。自転車は左側

通行がきまりである。ヘルメットのサイズ、あごひもの確実な装着、歩行は右

側・自転車は左側通行の 3 点を保護者によく伝えてほしい。」  

 学校でも指導をしましたが、ご家庭でも上記 3 点についての指導をお願いし

ます。  

 なお、市内の小学校では、４月から児童の交通事故が多く発生しています。2

つの事例を紹介します。  

 能生小学校では、過去に児童が大きな交通事故に遭い、その後、「能生小みん

なのきまり」に「自転車に乗る時は、ヘルメットを必ずか

ぶる」が明記されたと伺っております。  

お子さんの歩行や自転車乗りの様子はいかがですか。話

を聞くなど、ご確認ください。また、ご自宅の付近や、お

子さんがよく通る道の具体的な場所での安全確認の仕方

や、一時停止を確実にするなどの声掛けをお願いします。 

≪事例１≫ 

 新しく購入してもらった自転車は、ハンドルがクルクルと回るもの。スピードが出ると不安

定になり転倒。ヘルメットを着用していなかったので、大けがとなる。  

≪事例２≫ 

自転車に乗り、右側通行をしていた。細い道から太い道に出る際、一時停止をせずに侵入

して車にはねられる。幸い、ヘルメットを着用していたので、頭部は無傷だった。 

 

 


